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■第27号に寄せて

2021年を迎えてからも 「新型コロナウイルス」禍の影響は続いています。本来ならば、 学位記を授与される学生の皆

さんはもとより、 御父兄の皆様、 教員らも参加のもと、厳かな学位記授与式が挙行されるところ、今年は代表者出席の形

での挙行とのこと。残念ではありますが、 この事もいつか思い出の一つとなるのでしょうか。いずれにせよ、 学位を授与

される皆さん、 まことにおめでとうこざいます。また、 2021年3月1 1 日はあの忌まわしい東日本大震災からちょうど

1 0年目となります。 復興が進んでいるところがある一方、 まだまだ以前の生活を取り戻すにはほど遠いところもありま

す。何とか以前の生活が取り戻せることを祈念しています。普通の生活がどれだけありがたいものであったのかを思いお

こさせる日々です。［ 「花は花は花は咲く～」（岩井俊二作詞『花は咲＜』より／岩井氏は小生の母校仙台一高の後輩）］

この時期は花が少ないですが、 それでもよく見るとそこらここらに花は見られます。建学碑の前にビオラがたくさん植

えられました。ビオラとはスミレの仲間の属名(Viola)で、その語源を探ると、スミレの原種の基準となる色が紫色(violet)

であることからきているとのこと。英語でvioletというと一般にスミレのことになります。なお、 この violetは古い時

代のフランス語で 「小さな」を示すとか。弦楽器のビオラも語源は同じで、 「小さい弦楽器」を示すのだとか。そして、

日本薬科大学達学碑前にて

バイオリン (violin) という名称はビオラよりさらに小さな弦楽器

という意味だそうです。

かつてはビオラよりもパンジー (pansy) の人気が高かった時

期がありました。 パンジーの語源はフランス語のパンセ （思想・

思索） 由来。その花の様子が 「もの思いに耽る」姿を思い浮かば

せるためでした。 建学碑の左右の

端には小型スイセンのテイタ・テ
ー トも咲き始めていますが、 ティ

タ・テー トとはフランス語由来で

あり、 「ないしょ話」という意味と

のこと。 やはり、 人間の仕草を名

前にしていてかわいらしいですね。

かつてパンジーの花を大きくす

るという品種改良が流行り、 その

表現も 「大輪→巨大輪→超巨大輪」
スイセン（テイタ・テー ト）

と表現がエスカレー トしたのを覚えています。かつては 「三色スミレ」などと呼ばれ慎ましやかな印象でしたが、 ついに

は幼児の掌大の花も出現しました。しかし、 いつのまにかまた、 可愛らしい原種に近いビオラに

ビオラの花殻

人気が戻ったみたいで、 スミレの仲間は、 最近、 野趣のあるものに近い方が好まれるようです。

本学のキャンパス内でもやがて、とくに薬用植物園近辺にいわゆる紫色をした野生の 「スミレ」

類が多く咲きます。 是非、 観察にいらしてみてください。わが国に自生するスミレ属は70種以

上といわれ、 実は、 日本は世界有数のスミレ大国なのです。この燒倖、 楽しみましょう。

ところで、 パンジーとビオラはどう異なるのでしょうか。実は両者の確たる区別はなく、 園芸

植物の世界では一般に花の大きなものをパンジー、 小さなものをビオラと呼んでいます。

ビオラは初夏に至るまで次々に花を着けますが、そのままにしておくと蜃の出が悪くなります。

それを避けるために 「花殻 （はながら） 摘み」をします。咲き終わりそうになった花を摘み、 結

実させないようにするわけですが、 摘んだ花殻も、 なかなかに風情があって美しいものですね。

（日本薬科大学薬用植物園長／船山信次）

■今咲いています・見頃です
英国の詩人シェリーの詩の翻訳 「冬来たりなば春遠からじ」とはまさにその通りで、

寒い日もありましたものの、いつのまにか春めいた日もあり、薬用植物園でも種々の草

花が春を迎える準備を始めました。

薬用植物圏の近くでは昨年、実に多くのヤマユリが開花しましたが、今 、その場所で

は、 種子を放出して枯れたヤマユリの朔果（さくか）がたくさん風に揺れています。そ

ヤマユリの朔果の冬姿




